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研究要旨 
【目的】本研究では、がん患者の個々のニーズに応じた質の高い相談支援を提供するため

に、環境整備が不可欠であることから、以下2つの観点から提言を行うことを目的とし

た。１）迅速な情報作成と活用につなげるため、全国のがん相談支援センター（以下、相

談支援センター）における相談内容の定期的・継続的な収集方法を確立する。２）医療環

境の変化に対応できる相談支援センターの地域や病院内のがん情報支援拠点としての機能

を充実させるがん専門相談員（以下、相談員）の教育・研修プログラムを開発・評価し、

継続的かつ効果的・効率的に実施するために必要な体制を策定する。 
【方法】目的1）相談支援センター「相談のための基本形式」で収集された情報を利用し

た計量テキスト分析およびテキストマイニングによる分析、県内あるいは全国の相談支援

センターへのアンケート調査、目的2）対面での研修提供経験豊富な相談員によるWGの組

織と議論、検討結果を踏まえた必要な体制や方策のポイント等の抽出を行った。またオン

ライン研修提供を行い、提供前後での受講者および提供者のアンケートおよびインタビュ

ー調査を実施した。 
【結果・考察】目的1）過去の相談記録情報を利用した相談や対応内容からの単語の集計

と共起ネットワークによるビジュアル化では、相談内容と対応内容に含まれる単語間の繋

がりを可視化することができ、FAQの作成支援となる基礎データの生成が期待できると考

えられた。また、「相談記入シート」を活用したベンチマーク指標作成、県内の「相談記

入シート」活用の実態、相談記録等の情報収集の諸要件に関する施設状況調査では、相談

記録の収集や活用状況の現状が示され、今後どのようにデータを可視化し具体的な方策を

示すかが重要であると考えられた。 
目的2）オンラインでのグループワーク研修を開催する上での課題や工夫を整理し、その

観点を踏まえて研修を実施し、評価を行った。対面での研修実施と同等の評価が得られ、

今後対象を変えた検討や地域で研修実施をする際の準備として、研修実施マニュアルの作

成や研修プログラムの再構成、地域での実施体制の摺り合わせを実施した。2年目に本検

討に基づく研修を行い、地域での実施可能性等の評価を行う予定である。 
【結論】1年目で得られた基礎調査結果をもとに、2年目以降の検討をさらに進めていく予

定である。 

 
A． 研究目的 
複雑化する相談ニーズに適切に対応するためには、

相談現場における相談内容の迅速な把握とそれに対

応する情報や支援体制の整備、施策への反映が求め

られている。しかし相談支援センターの相談内容や

対応状況は、2016年にようやく全国で同一の「相談

記入シート」が定まり、各拠点病院で順次導入が決ま

ったが、全国の定期的な収集や活用には至っていな

い。相談内容を定期的に収集・活用し、相談現場に還

元できる取組が求められている。相談員の適切な情

報の活用は、相談支援の質の向上につながる。 
昨今の情報端末の進歩により、情報の入手は容易に

なった。反面、情報の断片化や治療の全体像はつかみ

にくくなり、情報による患者の混乱の原因にもなっ

ている。患者が必要とする情報を整理・補完し、適切

な情報を活用し窓口につなげる相談員の役割はこれ

まで以上に高まっている。しかし相談支援センター

の信頼できる情報の設置は、5大がんの診療ガイドラ

インでもわずか3割程度と低い。一方、相談支援セン

ターは、医療者からは新たながん施策や全国の動向

情報をもつ拠点としての役割も期待されており（H2
9-がん対策-一般-005）、このような一定の機能を中

心に据えた相談員の教育・研修を情報環境の整備（情

報DB等）と併せて充実させることが必要である。  



本研究では、がん患者の個々のニーズに応じた質の

高い相談支援を提供するために、環境整備が不可欠

であることから、2つの観点から提言を行うことを目

的とした。 

１）迅速な情報作成と活用につなげるため、全国のが

ん相談支援センター（以下、相談支援センター）

における相談内容の定期的・継続的な収集方法を

確立する。 
２）医療環境の変化に対応できる相談支援センター

の地域や病院内のがん情報支援拠点としての機

能を充実させるがん専門相談員（以下、相談員）

の教育・研修プログラムを開発・評価し、継続的

かつ効果的・効率的に実施するために必要な体制

を策定する。 

 研究開始初年度にあたる2020年度は、目的1）の相

談内容の定期的・継続的な収集方法の確立に向けた

検討では、（1）相談支援内容の分析と分類、（2）「相

談記入シート」を活用したベンチマーク指標作成、（3）
県内の「相談記入シート」活用の実態に関する検討と

（4）情報収集の諸要件に関する施設状況調査を行っ

た。また目的2）の教育・研修プログラムの開発・評

価および実施に必要な体制や方策の検討については、

（1）情報支援の研修プログラムの開発、（2）オンラ

イン形式による研修提供の評価、（3）研修実施マニ

ュアルの作成、（4）地域展開に向けた検討を行った。 
 
B．研究方法 

目的1）相談内容の定期的・継続的な収集方法の確立

に向けた検討 
がん相談支援センター「相談のための基本形式」で

収集された情報を利用した計量テキスト分析および

テキストマイニングによる分析、県内あるいは全国

の相談支援センターに対するアンケート調査の実施

とベンチマーク指標については、研究班内での議論

により検討を実施した。 
 
目的2）の教育・研修プログラムの開発・評価および

実施に必要な体制や方策の検討 
集合研修や県内および全国での相談員研修提供経

験のある相談員によるWGを組織し、議論を重ねて検

討を実施し、その検討内容をもとに必要な体制や方

策のポイント等の抽出を行った。また8月に実施した

オンライン集合研修提供を通して、受講者および提

供者（ファシリテータ）に対するアンケートおよびイ

ンタビュー調査を実施した。 

C．研究結果 
1）相談内容の定期的・継続的な収集方法の確立に向

けた検討 
（1）相談支援内容の分析と分類 
がん相談支援で過去に対応した相談記録情報を利

用したテキストマイニング技術による疾患別やカテ

ゴリー別の傾向を分析し可視化する為、2020 年度は

10 件の相談記録の要旨のサンプルデータを作成し、

「形態素解析による分かち書きで単語を集計」「係り

受け解析」「共起ネットワークによる可視化」の 3 種

のプロトタイプ作成を行った。その結果、自由記載で

書かれた相談内容や対応内容からの単語の集計と共

起ネットワークによるビジュアル化により相談内容

と対応内容に含まれる単語間の繋がりを可視化する

ことができた。 
 
（2）「相談記入シート」を活用したベンチマーク指

標作成 
今年度は、「相談記入シート」を活用したがん診

療連携拠点病院間の相談支援活動のベンチマーキン

グの意義の検討や、そのための指標を作成するため

の議論を行い、本検討を開始した。具体的な議論の

ポイントとして、がん相談支援センターの活動評価

として「相談記入シート」を用いた多数の相談内容

の項目別の相談件数の報告の内容分析や相談件数の

年次的変化の検討が必要であること、それに基づく

問題抽出や調査項目の改善等の活動は十分になされ

ていないこと、がん診療連携拠点病院間のベンチマ

ーキングを行うことの認識、ベンチマーキングのた

めに必要な指標についてである。 
 
（3）県内の「相談記入シート」活用の実態に関する

検討 
群馬県内のがん相談支援の現状やニーズを把握

し、相談支援研修の企画および相談支援体制の整備

に役立て、質の高い相談支援を提供するために、ア

ンケート調査を行った。その結果、相談件数のカウ

ント方法は施設間で異なり、相談支援が難しいさま

ざまな相談内容に、複数の業務を抱えながら対応し

ていることが示された。 
 
（4）情報収集の諸要件に関する施設状況調査 
全国のがん相談支援センターにおける、相談内容

収集の現状を把握することを目的としてWeb調査を

実施した。調査協力依頼を行った462施設のうち 173
施設より回答が得られた（回収率 37.4％）。相談内



容収集の現状として、2016 年に導入された全国で同

一の「相談記録のための基本形式（相談記入シート）」

を電子データで扱っている施設は、8 割と高く、集積

した相談件数等のデータの自施設での活用状況は、6
割以上と高かった。しかし、県内での活動の見直しや

改善の利用は 16.4%と低い割合となっていた。これ

らは、国の拠点病院等の指定条件別でも同様の傾向

がみられた。 
 
2）教育・研修プログラムの開発・評価および実施に

必要な体制や方策の検討 
（1）情報支援の研修プログラムの開発 
相談対応の質保証を学ぶ研修をオンラインで開催

し、オンライン形式での研修を開催する上での課題

とその対処方法について同様の対面方式での QA 研

修会グループワークのファシリテーター経験者らと

意見交換を行い、オンライン研修を開催する上での

課題や工夫する点について検討した。その結果、＜オ

ンライン研修実施上の課題＞には、① 参加者が場を

共有できず、双方向でのコミュニケーションが困難

であることなど 4 つのポイントが上げられ、また＜

オンライン研修を開催するにあたっての工夫点＞に

は、① PC 操作スキルと接続状況の確認、② 資料の

事前配布などを含め 9 つのポイントが上げられた。 
 

（2）オンライン形式による研修方式とその評価 
オンライン形式により開催した研修の評価として、

グループワークの手法を取り入れたオンライン研修

参加の意欲や満足度、がん相談対応の質に対する認

識の変化等について明らかにするため、「QA 研修」

の研修素材を用いて、研修開催前後に 23 名の参加協

力が得られた受講者を対象とした無記名自記式質問

紙調査を実施した。その結果、過去の同内容の研修経

験者は 11 名（約 6 割）で、オンライングループワー

ク研修の経験者は 3 名（13％）のみであったが、オ

ンライン指向性の得点は、研修後に有意に向上し、8
割以上の参加者が今後のオンラインに参加したいと

回答した。 
オンライン研修受講後の受講者23名へのインタビ

ュー調査により、いずれの受講者において、実際にオ

ンライン研修に参加することで研修受講前に抱えて

いた心配事や不安が薄らいだと認識されており、オ

ンライン研修でも集合研修と同等の学びを得ること

ができると評価されていた。 
 
（3）研修実施マニュアルの作成 

オンラインでの研修実施を支援するため、「オンラ

イン研修企画者の手引き」をとしてまとめることで、

各都道府県の研修担当者の助けになる資料を提供す

ることを目的として、本研究班およびがん対策情報

センターが主催したオンラインによるがん専門相談

員向け研修の企画経験を分析し、担当者の準備プロ

セスを分析し、行動レベルで記述し、手引き案を作成

した。手引きは「必要な準備資材（機材、環境、人員）」

「事前準備から当日までの時系列での準備」「ホスト

操作」「企画者が感じるであろう困りごとについての

Q&A」の項目で構成することとなった。 
 
（4）地域展開に向けた検討 
これまでにがん対策情報センターにより提供され

ている研修のうちの 1 つ、指導者研修・継続研修「情

報から始まるがん相談支援（「情報支援研修」とする）」

を素材として、中央ではなく地域開催を行う際の課

題や留意点について検討を行った。この情報支援研

修を3県合同でオンライン開催することを想定して、

地域展開に向けたプログラムの再構成や課題の抽出

等を行った。その結果、現プログラムで提供されてい

る研修プログラムを、各地域で異なる研修実施の建

て付けや限られた時間やマンパワーで組み立て可能

なものにするため、内容の簡素化と 3 つのモジュー

ル化として提供できるよう再構成を行った。 
また地域展開に向けた準備の過程や運営方法等に

ついて、地域実施施設側から検討した。3 県合同での

トライアル開催での研修実施に際する必要事項や実

施に向けた留意点等のポイントの抽出を行ったとこ

ろ、地域での研修開催準備には、研修開催の周知およ

び周知方法、参加者のリクルートと参加者の要件、研

修実施の支援者としてのファシリテーターのリクル

ートとリクルート方法などがあげられ、各県の状況

と実施可能性が議論された。 
 
D．考察 

1）相談内容の定期的・継続的な収集方法の確立に向

けた検討 
（1）相談支援内容の分析と分類 
1）相談支援内容の分析と分類 
係り受け解析および共起ネットワークによる可視

化で単語間の繋がりを表現することで、自由記載の

相談内容のうち、最も伝えたい文の要約を抽出する

事が出来ることが示唆された。今後は、がん相談支援

センター「相談のための基本形式」で記録される「が

んの部位、相談内容の分類、相談対応」などの情報と



ともに、分析を行うことにより、FAQ の作成支援と

なる基礎データの生成が期待できる。 
 
（2）「相談記入シート」を活用したベンチマーク指

標作成 
客観的評価方法として、がん診療連携拠点病院間

のベンチマーキングの意義を認識できたことは、が

ん相談支援の領域では進歩と言える。実際に何の指

標で評価するかの決定とベンチマーキングの実施は

来年度の課題であるが、各がん診療連携拠点病院内

でのがん相談支援の在り方だけでなく、他施設との

比較結果のフィードバックによって、自施設の全国

における相談支援レベルの位置づけが明確になるこ

とは、全国のがん相談支援活動の質の改善につなが

るとともに、その均てん化へも資すると予想され

る。 
 
（3）県内の「相談記入シート」活用の実態に関する

検討 
部会の活動内容を把握していない実務者も多く、

がん相談支援の現状やニーズを把握だけでなく、

PDCA サイクルのあり方、研修企画内容も含め、実

務者による議論の場が必要であると考えられた。 
 
（4）情報収集の諸要件に関する施設状況調査 
コロナ禍で回答施設が限られるものの、本調査の

実施により、2016 年に導入された全国で同一の「相

談記録のための基本形式（相談記入シート）」の導入

状況や、データの活用状況についての傾向を把握す

ることができた。集積したデータの活用について、特

に県内での活用は十分でないことが明らかとなり、

今後どのようにデータを可視化し使用するか、具体

的な方策を示すことも課題となると考えられた。各

施設の病院背景やシステムも異なると考えられるた

め、今後は「相談記入シート」の情報収集に関わる諸

問題や手続きおよび収集したデータの活用方法につ

いて、現場の実務者と共に検討する必要があると考

えられた。 
 
2）教育・研修プログラムの開発・評価および実施に

必要な体制や方策の検討 
（1）情報支援の研修プログラムの開発 
オンライン研修を開催する上での課題や工夫する

点について検討した結果あげられた、4つの＜オンラ

イン研修実施上の課題＞および9つの＜オンライン

研修を開催するにあたっての工夫点＞を研修プログ

ラムに盛り込むことが、今後のオンライン研修でグ

ループワークを行う際に重要であると考えられた。 
 
（2）オンライン形式による研修方式とその評価 
オンライン研修開催前後に実施したアンケート調

査の結果より、オンライン研修の実施が、がん専門相

談員のオンライン研修への指向性を高めると共に、

がん専門相談員としての対応や反応を見直す機会と

なることが示された。近年の新型コロナウイルスの

感染拡大に伴う、ソーシャルディスタンスの確保や

移動制限が続く中、がん専門相談員を対象としたグ

ループワークを取り入れたオンライン研修は、有用

であると考えられた。 
またオンライン研修開催前後に実施したアンケー

ト調査の結果より、オンライン下であってもグルー

プワークを用いることは、がん専門相談員への研修

を実施する上では重要であると考えられた。 
 
（3）研修実施マニュアルの作成 
作成した資料は、従来の集合型の相談員研修から

変更または追加して発生する準備について具体的に

記載され、各都道府県で研修を企画する人たちにと

って有用なものとなっていると考えられた。  
 
（4）地域展開に向けた検討 
地域で相談支援の研修開催を行う際の課題や留意

点について行った検討により、情報支援研修を地域

展開する上での課題が示され、その内容に準じてプ

ログラムの内容や構成について再構築することがで

きた。今後は、情報支援研修の 3 県合同オンライン

開催に向けた準備を進め、実際に研修を開催した上

での評価に基づき、情報支援研修の地域展開に向け

た取り組みについて更なる検討を続ける必要がある。 
また「情報から始まるがん相談支援」をテーマとし

た研修の地域展開に向けた準備の過程や運営方法等

についての検討により、情報支援研修を地域展開す

る上での地域実施施設側からの課題が示され、その

内容に準じて募集要件などについて検討することが

できた。各県の状況と実施可能性の観点からの摺り

合わせは、受講地域によって質の観点から同等な研

修プログラムの提供と運用には欠かせないと考えら

れた。また質の均てん化の観点から、今後さらに、情

報支援研修の地域展開に向けた地域実施施設側への

サポートのあり方ついて検討する必要があると考え

られた。 
 
 
 



E．結論 
研究開始初年度にあたる2020年度は、目的1）の相

談内容の定期的・継続的な収集方法の確立に向けた

検討および目的2）の教育・研修プログラムの開発・

評価および実施に必要な体制や方策の検討において

も、新型コロナ感染症の影響を受け、本研究の検討内

容および検討方法に多大なる影響を及ぼした。その

ため、早急に求められているオンラインでの議論や

研修プログラムの提供など、一部当初の予定を変更

して検討を実施した。今後もしばらく続くであろう

と考えられる状況において、また全国で進めなくて

はいけない議論は、オンラインでの議論の場の急速

な進展により、進んだ面と、さらに考慮が必要な点を

露呈したとも言える。1年目でほぼ固められたと考え

られる本研究の基礎調査結果をもとに、2年目以降の

検討をさらに進めていく予定である。 
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